
回　覧
 社会を明るくする運動平地区推進委員会機関紙  第７５回

  “社会を明るくする運動”

 【事務局】

 ＜協賛金のご報告＞

　　 この運動は、１世帯あたり５０円程度の協賛金をいただいて運営されています。

　　 ご協力いただきありがとうございました。

　　 ここに次のとおり決算報告をいたします。

　　 引き続き、本運動の趣旨をご理解いただき、ご協力をお願いいたします。

収　入 （単位：円） 支　出 （単位：円）

科　  目 決算額 科　  目 決算額

協　賛　金 1,057,289 各世帯からの協賛金 会　議　費 0 推進委員会(書面審議）

繰　越　金 279,460 前年度繰越金 広報活動費 87,200 啓発用看板・啓発用品

雑　収　入 337 預金利子 青少年活動助成金 315,000 小学校長会平方部会等６団体へ助成

合　　 計 1,337,086 協賛団体助成金 230,000 平地区体育協会等６団体へ助成

収入総額 1,337,086 円 事　務　費 49,830 通信運搬費、消耗品購入

支出総額 1,067,285 円 納　付　金 385,255 いわき市社明運動推進委員会へ

差引残額 269,801 円（次年度へ繰越） 合　　 計 1,067,285

        シンボルマーク

説　　                 明 説　　                   明

          このマークは、ひまわりの花を図案化したもので、太陽に向かって咲くひまわりが
        犯罪や非行のない明るい社会を築こうとするこの運動の趣旨にふさわしいことから
        選定されたものです。

 『犯罪や非行のない安全・安心な地域社会を築くための取組を進めよう』
 『犯罪や非行をした人たちの立ち直りを支えよう』

　犯罪や非行が生まれるのは、地域社会で
あり、また、罪を償い、改善更生を果たす
場もまた地域社会です。罪を犯した人も非
行のある少年も、いずれは改善更生して社
会に復帰し、地域社会の一員となります。
　今年で７５回目を迎える「社会を明るく
する運動」は、犯罪や非行を防止したり、
罪を犯してしまった人たちの立ち直りへの
意欲を認め、見守り、支えていく環境づく
りのために、それぞれの立場の人がみんな
で力を合わせて、犯罪や非行のない明るい
社会を築いていこうという法務省が主唱す
る全国的な運動です。
　毎年、７月は「社会を明るくする運動」
の強調月間になっています。平地区推進委
員会におきましても、皆様からの協賛金に
より、啓発資料の作成・配布などの広報活
動や、学校や青少年団体等と連携し、地域
に根ざした活動を展開していきたいと考え
ています。

　 　令和６年度は平地区では１，０５７，２８９円の協賛金をいただきました。
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